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スケーラブルな分散プログラミングモデルの提唱
・ブロードバンド環境やモバイル端末の普及により、ネットワーク
上におけるサービスに参加するユーザー数の巨大化は必至
・スケーラビリティを備えたプログラムを作成するためには、いろ
いろなプロトコルを提案し、実装し、検証していく必要がある
・スケーラビリティとはサービスが大きくなっても、リソースの追
加のみでサービスの質を維持できること
・提案したプロトコルをシンプルに実験できるフレームワークが求
められている

・データをData Segment コードをCode Segment としてプロ
グラミングを記述
・それらの依存関係を記述することにより、処理の流れが一意に決
まる
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・分散処理の実験において、IP やポート番号など、接続情報を管理
し、接続するのは煩わしい
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Receiver input1 = ids.create(CommandType.PEEK);
Receiver input2 = ids.create(CommandType.TAKE);

・ユーザーが接続情報を、分かりやすい
接続名 (リング型だと ”right” や ”left”
など ) と共に、予め記述しておく
・Topology Manager が実験マシン間
の接続を管理するので、ユーザーは実験
マシンに配布された分かりやすい接続名
を用いてプログラミングが出来る

public class StartCodeSegment extends CodeSegment {
    public void run() {
        // create next Code Segment
        TestCodeSegment cs = new TestCodeSegment();
        cs.input1.setKey("local", "key1");
        ods.update("local", "key1", "String data");
    }
}

public class TestCodeSegment extends CodeSegment {
    // Input Data Segment
    Receiver input1 = ids.create(CommandType.PEEK);
    public void run() {
        if (input1.index == 10) System.exit(0);

        // create next Code Segment
        TestCodeSegment cs = new TestCodeSegment();
        cs.input1.setKey("local", "key1",
                         input1.index);
        ods.update("local", "key1", "String data");
    }
}
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が実行される

・local の key1 の Data Segment に依存関係を仕掛ける例
・10回 TestCodeSegment が実行される
・local ではなく、リモートの接続先を指定することで通信できる

・入力するデータを Input Data Segment、出力するデータを
Output Data Segment という
・Input Data Segment は Code Segment のフィールドに記述
・Code Segment 生成時に setKey で具体的にキーを指定

Data Segment と Code Segment

Topology Manager

Data Segment
・Data Segment はデータを保存できるストア領域
・文字列のキーを用いてデータを呼び出すことができる
・各Data Segment はキュー構造でデータを管理
・JSON互換のシリアライズ形式MessagePack でデータを表現
・データを取得する方法は、コピーの peek と移動の take
・データを書き込む方法は、書き込みの put と上書きの update
・Code Segment に Data Segment の操作を記述する

Code Segment

・読み込み方法を peek か take か選択する
・Receiver が作成され、データが返ってきたら処理を実行
・Output Data Segment は処理中に記述

ods.update(”local”,”key1”,dataA);
ods.put(”remote”,”key2”,dataB)

input1.setKey(”local”,”key1”,index);
input2.setKey(”remote”,”key2”,index);

Code Segment の例

先行研究Federated Linda との性能比較
・リング型トポロジー
上でのメッセージの
リレーを再現した
・Federated Linda
には及ばなかったが、
最適化を行い、速度
を近づけた
・更に改良を加えてい
かなくてはならない
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